
『記憶破断者』   筆：小林泰三 

 「記憶破断者」は前向性健忘症のため数十分しか記憶が持たない男と、他人の記憶を変えることで決し

て疑われることのない殺人鬼との対決を描いたミステリー作品です。この本は、主人公が自分の状況を記し

たノートに「今、自分は殺人鬼と戦っている」ということを読むことから始まります。 ある事件を境に、今起きた

出来事を覚えておくことができない、時には数十分前の記憶も失ってしまう主人公、そんな彼の頼みの綱は

一冊のノートだけ。 犯人に気づきながらも、翌日には、数十分後には、犯人の顔や名前、出来事に加え、

自分に記憶障害があることすら忘れてしまいます。最後の最後まで結末がよめず、伏線がたくさんあり、スリリ

ングで全編会話文で書かれているので、一気に読み切ってしまう作品です。                          
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今回は、築山 葵 先生 です！！ 

Ｑ簡単な自己紹介をお願いします。 

3月に東京女子体育大学を卒業し、今年度から三島高校に参りました、築山葵です。

出身は松山市の中島です。みかんがおいしいことで有名な小さな島です。 

教科は保健体育で、部活動は陸上競技部の顧問を担当しています。私自身、中学生から大学卒業まで陸上競技部に

所属し、投てき種目の円盤投を専門として、日々いかに遠くに投げることができるのかを考えていました。たいした

記録ではありませんが、1㎏の円盤を 41ｍほど投げていました。 

体育大学でスポーツを専門に学び、また投てき種目をしていたこともあって、身体を鍛えることが趣味です。トレ

ーニングのことであればいつでも教えることができるので、ぜひ声を掛けてください！ 

 

Ｑ学生時代に感銘を受けた本、皆に読んでほしい本を教えてください。 

高校時代に感銘を受けた本は、為末大「諦める力」です。為末氏は、元男子陸上競技選手で400ｍハードル日本代表

です。この本では、100ｍ走から400ｍハードルへの転向を選んだ経験から「諦めるとは、真理を明らかにしてよく見

極める」という意味の説明から始まり、「何かを真剣に諦めることによって、『他人の評価』や『自分の願望』で曇

った世界が晴れて、見えなかったものが見えてくる」とありました。私自身も種目の転向を選んだ時がありました。

その時は悔しかったけど、真剣に諦めた時には気持ちを切り替えて次に向かわないといけないと思えた本でした。 

 

Ｑみなさんに読んでほしい本を教えてください。 

アガサ・クリスティ『オリエント急行殺人事件』を紹介します。アガサ・クリスティの名探偵ポアロシリーズの中

でも有名な作品で、名前を聞いたこともあると思います。 

旅行客の少ない真冬に、オリエント急行列車内で殺人事件が起こります。乗車していたのは名探偵ポアロ、被害者

一人とその他十三人。被害者には十二の傷があり、ポアロが乗客一人一人を尋問し、たくさんの不思議な点を見つけ

ながら、犯人を突き止めていきます。被害者が過去に死刑判決を免れた人物であったことから、物語は大きく動いて

いきます。読んでいる途中で、絶対にこの人が犯人だと思っていてもまた違う、この繰り返しで展開されていて最後

まで楽しみながら読める作品です。映画のほうもおすすめです。 

殺人に正当性などないとわかっていても、無念な思いを胸に抱えた人を前に、ポアロが下した決断にきっと共感で

きると思います。私はこの結末で終わってよかったと思いました。 

 

Ｑ三高生に一言！ 

高校三年間はあっという間です、悔いの残らないように一日一日を大切に過ごしてください。 

築山先生、ありがとうございました！！ 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

＊その他多くの新書が入りました！＊ 

・こまどりたちが歌うなら /寺地 はるな  ・告白撃 /住野 よる  ・かわいないで /加納 愛子 

・グリフィスの傷 /千早 茜  ・笑う夜 /萩原 浩  ・首木の民 /誉田 哲也  ・一番の恋人 /君嶋 彼方 

・成瀬は信じた道をいく /宮島 未奈  ・夜しか泳げなかった /古谷 永塔子  ・谷から来た女 /桜木 紫乃 

・ノイエ・マイハート /池澤 夏樹  ・実録ルポ介護の裏 /甚野 博則  ・われは熊楠 /岩井 圭也 

・あいにくあんたのためじゃない /柚木 麻子 

 

『変な家』   筆：雨穴 

この本はウェブライターや youtuber として活動している雨穴という方の本です。知人が購入を検討して

いる都内の中古の一軒家があり、一見ごくありふれた物件に見えるが、その間取りにおかしな点があります。

誰が何のためにこの家を建てたのかという謎を追う話です。読み進めると内容が面白いので一気に読んでし

まいました。有名な話なので友達とも共有しやすいです。ぜひ読んでみてください！ 

２年３組図書委員さんありがとうございました😄 

２年３組図書委員のおすすめ本紹介♪ 

新着図書 
芥川賞 

「サンショウウオの四十九日」

朝比奈 秋 著 

 

 

 

 

 

 

 

同じ身体を生きる姉妹、その驚き

に満ちた普通の人生を描く 

芥川賞 

「バリ山行」 

松永K三蔵 著 

 

 

 

 

 

 

会社も人生も山あり谷あり、バリ

の達人と危険な道行き。圧倒的生の

実感を求め、山と人生を重ねて瞑走

する純文山岳小説。 

直木賞 

「ツミデミック」 

一穂 ミチ 著 

 

 

 

 

 

 

渦中の人間の有様を描き取った、

心震える全６話。稀代のストーリー

テラーが放つ、鮮烈なる犯罪小説集。 

 


